2017年3月4日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第18章71～78節
・引用：第6章27、28節
 前回はサマーディによってもたらされる結果について説明しました。

おさらいしてみましょう。
サマーディを経験すると、恐れがなくなります。
普通の人の場合とは違い、サマーディを経験した人は二度と恐れを感じることはありません。
サマーディの結果、すべての疑問がなくなります。

普通の人はある欲望が満たされてもまた新たな欲望が生じますが、サマーディを経験すると欲望がなくなります。
サマーディは至福の状態です。

普通の人はある時幸せな状態であったとしても、それは安定せずやがて苦しみを経験することになりますが、サマーディの至福はずっと続きます。

またサマーディの結果、霊的な無知がなくなります。

サマーディの結果としては、「～がなくなる」という否定形で表現されるものが多い中、肯定形の「得られる」ものとして挙げられた至福について、これからさらに詳しく説明します。
もう一度、第6章27、28節を読んでください。

心が完全に平安であり、情欲の炎が鎮まり、罪穢れの全くない、ブラフマンと一体となっているヨーギーは、無上の幸福を得る。//27

このように罪穢れがなく、あらゆる差別から心を離したヨーギーは、至高者と一体となった無上の境地を味わうこととなる。//28

27節の「無上の幸福」という訳語は、サンスクリットの「スカム　ウッタマム」(sukham uttamam)に対応しています。
uttamam  sukham が倒置されていて、形容詞ウッタマムが名詞スカムを修飾しています。

スカムは「喜び、幸福」のことですが、ウッタマムによってそれが、最高の幸福であることが表されています。

そしてここでの最高とは、質的に最高(最上)と言う意味です。

このことについては後ほど説明します。
次の28節の「無上の境地」に対応するサンスクリットは、「アッテャンタン　スカム」(atyantam sukham)であり、ここでも形容詞アッテャンタンによってスカムが最高の幸福であることが示されていますが、ここでの最高とは量的に最高(最大)と言う意味です。
アートマンを悟った時(サマーディ)に経験する至福とは、

至福　＝　質的にも量的にも最高の幸福　(Quality　&  Quantity)
と言うことができます。
サマーディの結果「なくなるもの」(否定形表現)は疑い、恐れ、無知であり、いっぽう「得られるもの」(肯定形表現)は知識と至福なのです。

このことを理解していないと、霊的実践においてやる気が起こりません。

その結果がどうなるかを知らないのに、アートマンを悟ろうという気にはならないはずです。

今の日本は試験地獄で、学生は受験のために学校以外にも塾に通って勉強していますが、そうしなければ志望する高校や大学に入れないからです。
子供たちは大変だと思いますし、私自身がもう一度生まれ変わりたくないと考える大きな理由が、この試験のための勉強です。
かつて学長を務めていたこともある私ですが、自分自身は試験のための勉強は嫌いなのです。
学生たちが勉強する直接的な動機は良い学校に入ることですが、その先に何を考えているかといえば、その学歴が就職に有利に働くということです。

余談ですが日本では大学に入ってからは楽になり、学生たちはクラブ活動に励みますが、インドやアメリカでは事情は全く異なり、入学するのも一苦労ですが入った後も勉強が大変です。

私が初めて日本に来てこの日本の大学の実情を知った時には、本当に驚きました。
話を戻しますが、インドやアメリカの学生の立場で考えると、大学に入る前も勉強し、また入った後も数年間一生懸命勉強しなければならないことを分かっていながらそれを選択するのは、やはり自分が希望する仕事に就くためです。

例外はあるかもしれませんが、今言った目的ではなく知識のためだけに勉強する人は、非常に稀なはずです。
そして良い会社に就職できれば、高いサラリーを得ることができ、そのお金で自分の好きなものを買うことができます。

お金はそれで物を買えるからこそ価値があるのであり、そうでなければ紙幣はただの紙切れ、硬貨はただの金属に過ぎません。(金貨ならそれ自体にも価値があるかもしれませんが)

お金で物を買えるから我々はそれを求めます。

お金を使って人は豪華な食事をし、たくさんの服や装飾品を買いますが、それはなぜでしょうか？　その答えはお金を使って物を得ることで、人が喜びを感じるからです。

食事をし、服を買い、旅行をし、車を買うことが、嬉しいし楽しいのです。

人が何かをしようとする時のモチベーションは、すべて喜びを得るためなのです。
このことを理解した上で、先程の霊的実践におけるやる気(モチベーション)に話を戻します。

サマーディは我々にどんな喜びをもたらしてくれるのでしょうか？

お金を使って手に入れられるものもサマーディも、両方とも我々に喜び(スカム)を与えてくれます。
しかしお金で手に入れた世俗的なスカムはウッタマム(最上)でしょうか、またアッテャンタン(最大)でしょうか？　このポイントを基準に識別してみてください。

喜び(幸福)の質と量が問題なのです。

ここを理解していないと、サマーディのために努力しようという気が起こりません。

ヨーギ達はなぜ厳しい霊的実践を続けるのでしょうか？

それは決して無駄ではなく、必ず理由があるはずです。

我々に喜びをもたらす、飲食、衣服、住居、家族などをすべて放棄して、彼らは何を求めているのでしょうか？

ヨーギ達、サドゥー達、僧侶たち、本当の信者たちはなぜそれを続けるのでしょうか？

彼らを支えるモチベーションはなんでしょうか？

もちろん彼らは頭がおかしい変わった人達ではありません。

世俗的な人々の眼には、物質的な喜びを享受している自分達と比べて、ヨーギ達が愚か者に映るかもしれませんが、それは間違いであり、ヨーギ達は大変に賢い人達です。

彼らは最上で最大の幸福(至福)を求めて放棄の生活を選択しているのです。

そしてサマーディでその至福が得られることを知っているのです。

まず　ウッタマム　スカム (最上の幸せ－質的基準)について説明します。

たとえば食事に関しても、人それぞれに好みがあると思います。

皆さんにとって最高の御馳走と言えばなんでしょう、お寿司でしょうか、蒲焼でしょうか、お好み焼きでしょうか？
食事と同じように観光で訪れる場所についても、それぞれ自分が一番好きな場所があると思います。自分がどんな状態で何を得た時に一番幸せを感じるか、人それぞれに基準があります。

食事の楽しみについても、皆さんには条件があるはずです。

自分が好きな食べ物であったとしても、どんな体の状態の時(たとえばお腹がいっぱいでない時)、どんな時間帯に、どんなお店で食べたいのか、時間や空間で限定されます。

自分が好きな食べ物でも、朝や真夜中には食べる気が起きないことがあります。

またすべての楽しみには必ず反動がつきまといます。

今は食事の楽しみを例に取って話していますが、食べ過ぎてお腹を壊したり、飲み過ぎて問題を起こしたりすることもあります。

インドにひとつのことわざがあります。
鍋で米を炊く時、その中の一粒を選んで指先で潰してみるだけで、全体の炊きあがり具合が判断できる
(日本にも「一事が万事」と言うことわざがあるそうです)
楽しみを代表するものとして食事を例に取りましたが、このことわざが示すように、食事以外のすべての楽しみについても、食事について説明したのと同様のことが言えます。
食事について識別できれば、他のすべての世俗的な楽しみにもこれと同じ楽しみの本質が備わっていることが推し量れるのです。

ウッタマム　スカム(最上の幸せ)は、表面的(superficial)なものではない深い喜びです。
またそれは軽いものではない、強烈な(intense)喜びでもあります。
たとえば黒砂糖も砂糖も甘いが蜂蜜はとても甘い、と言う意味での強烈さです。
この喜びは短時間のものではなく、長時間どころか永遠に続きます。

この喜びは純粋な喜びです。(unmixed:混じり気のない)

普通の楽しみにはいろいろなものが混ざり合っています。

たとえばコース料理の中には、自分の好きな食べ物とそうでもないものが一緒になっています。

美味しいものを食べるのは喜びなのですが、いっぽうでお腹いっぱい食べてしまうと勘定はどれぐらいになるのか、頭の中では支払いを心配しています。

食事をしながら、食べ過ぎると後でお腹を壊さないか、車の運転に支障をきたさないか、等と楽しんだことの反動を心配します。これらの喜びは純粋な喜びではありません。

ウッタマム　スカム　は混じり気のない喜びであり、だからこそ単なる[幸福]や[喜び]などという言葉を使わず、至福と表現するのです。

普通の喜びは喜びと苦しみがコインの裏表のようにセットになっています。

楽しんでいる時は見えなくても、苦しみは必ず存在していて後になって現れます。

ウッタマム　スカム　は人間にとって好ましい状態(well-being:福祉、福利)をもたらします。
それによってその人の人生は支えられます。

これに対して普通の楽しみは、その人の気持ちの問題だけで、別になくても構いません。

食べ物でたとえると、空腹を満たして人間の肉体を維持するために必要な毎日の食事と、特別な御馳走の違いです。

御馳走はその人の気持ちを満たすだけで、健康のためには特に必要ありません。

しかし霊的な喜びは人生を支えるのです。

まとめると　ウッタマム　スカム　は、深く、強烈で、永遠で、純粋で、人生を支えてくれる喜びです。

これを基準にして考えると、何が世俗的な喜びで何が神聖な喜びであるのかが分かります。

重要なのは何よりも識別であり、それがなければ聖典の勉強はできません。

私は今限られた例を挙げて説明しましたが、これ以外にもたくさん例はあるはずです。

私の言葉をただ聞くだけではなく、皆さん一人一人が自分の生活の中で今の話を基準にして識別してください。

他人から物を贈られた時、「自分の気持ちとしては嬉しいのだが、果たしてそれを受け取っていいのか？」など識別を必要とする場面はいくらでもあります。

欲望がある限り本当の幸せは不可能ですが、欲望をなくしたいと望むだけではそれはなくなりません。欲望を取り除くために識別が必要であり、何を基準にして識別したらよいかについて今お話ししたのです。

次に　アッテャンタン　スカム　(最大の幸せ－量的基準)について説明しようと思いますが、その前にサマーディの心の状態について、注釈者マドゥスダン・サラスワティの説明を引用しておきます。心(Manas:マナス)には次の二つの状態があります。

Vikshepa(ヴィクシェーパ) 　 :　心がせわしなく動いている状態

Laya(ラヤ)　　　　　　　　　:　心が活動していない状態

Vikshepaの状態では喜び楽しみに集中できません。

心配、疑い、恐れ、反動などが障害になるからです。

我々が目覚めている状態はVikshepaであり、楽しみを経験はしても心が動いているため、それが邪魔になって楽しみに集中できません。
眠っていて夢を見ている時も我々はVikshepaの状態にあります。

心が動いていなければ夢を見ることはありません。

そして夢の中には喜びもありますが、我々は楽しい夢だけではなく悲しい夢や怖い夢も見るのではないでしょうか？

ですから我々は夢の中でも楽しみに集中することはできないのです。

もうひとつのLayaは夢を見ない深い睡眠状態です。

Vikshepa　　①Jagrat(ジャクラット:通常の目覚めた状態)　②Swapna(スワプナ:夢見の状態)
Laya　　　　③Sushuputi(スシュプティ:夢を見ない深い睡眠状態)
以上の3つの状態は皆さんにも経験があると思います。

Jagratは普通の状態であり、Swapnaもほとんどの人は夢を見ていると思います。

中には「私は夢を見ない」と言う人もいるかもしれませんが、多くの場合目覚めた後にそれを忘れてしまっているだけで、その証拠に時間が経ってから何かの拍子に夢を思い出したりします。このSwapnaとは違って Sushuputiは全く意識がない深い眠りであり、その時心は確かに存在していても活動はしていないので、心がないような状態とも言えます。
この時の我々はアートマンに一番近い状態です。

目覚めている時、我々には肉体意識、感覚意識、心意識があり、それが魂意識の障害となっています。深い睡眠の状態ではこれらの障害がないのです。

しかしアートマンの本質はサッチダーナンダという言葉が表すように至福(アーナンダ)です。

だとしたら深い睡眠から目覚めた後は快適で爽快感はありますが、なぜこのSushuputiの状態で我々は至福を経験することができないのでしょうか？

それはサマーディとは意識を持ったまま経験するものであるのに対して、Sushuputiの状態では我々は意識がなくなっているからです。それが大きな違いです。
サマーディを経験した人は意識を持ったままそれを経験しているので、サマーディの後でもそれがどれほど大きな喜びであったのかを覚えています。

しかしLayaの状態では心は働いておらず、無意識です。

至福の源のすぐそばまで接近していても、意識がないのでそれを経験できません。残念なことです。たとえば人それぞれ自分が一番好きな場所があります。

ある人はアメリカ、別の人にとってはインドやヨーロッパや沖縄など、個人個人で違います。

あなたが沖縄が大好きだったとして、眠ったままの状態で飛行機に乗せられて沖縄に運ばれた、と想像してみてください。

景色も海も食べ物もあなたが大好きな沖縄はそのままですが、眠ったままの状態で沖縄に数時間滞在してから戻ってきても、目覚めた後あなたには沖縄の思い出はありません。

ごく普通の例を挙げましたが、イメージできたでしょうか？　

意識がなければある場所に行っていても、経験として残りません。

サマーディに入ってアートマンを悟ると、VikshepaでもなくLayaでもないのに最高の喜びを味わいます。

この状態は①Jagrat、②Swapna、③Sushuputiの上の、④Turiya(トゥリーヤ:超越)です。

トゥリーヤは最高の喜びの状態であり、VikshepaでもなくLayaでもありませんが、心は存在します。心は存在していても、「絶えず揺れ動く」という心の普通の性質がなくなっています。
サットワ、ラジャス、タマスを超越しています。
この状態では、「心がある」、「心がない」、どちらの表現も正しいと言えます。
「心がある」とは文字通り心が存在しているという意味であり、「心がない」とは心の普通の性質がなくなっていて、心のしるしがないということです。

「普通の心はない」という言い方もできます。

普通の心にはサットワ、ラジャス、タマスの三性質がありますが、これを持たない心を、普通の人は心とは認識できません。

Layaは土の中に樹木の種子はあっても、深く埋まっていて上からは見えないような状態です。やがて芽を出し大きな木に育つ可能性をまだ残しています。
しかしトゥリーヤの状態では種子自体が存在しません。

サットワ、ラジャス、タマスがなくなっているので、心がないと言えます。

別の言い方をすると純粋な心が残っているとも言えるのであり、この純粋な心は純粋な知性、純粋なアートマンと同じです。
分かりにくい人はとりあえず、「トゥリーヤに入ると心がなくなる」と理解しておいてください。心がなくなると心のすべての性質がなくなり、至福を得られます。

心がある限り、その性質が障害となって至福を経験することはできません。

心がなければその障害(疑い、恐怖、心配、欲望)もありません。
それでは、アッテャンタン　スカム　(最大の幸せ－量的基準)について説明します。
これを皆さんがイメージするのは、先ほどの ウッタマム　スカム に比べると少し難しいと思います。我々も喜びを経験していますが、それは純粋ではなく、反動があり、一時的で、時間と空間で限定されていて、相対的であり、至福の経験ではありません。

そうだとしても至福についても我々が経験できる通常の喜びを元に想像することしかできないので、まずは喜びの基準となる単位を設定しておきます。想像してみてください。
若く、とても健康で力強く、知識量が多く、とても賢く、容貌にも秀で、貴族の家柄に生まれ、世界のすべての富を所有し欲しいものは何でも購入でき、またその富にはお金だけではなく世界中の美女、美食、衣服その他楽しみを与えてくれるすべてのものが含まれる
このような人が得られる喜びを１ユニット(1単位)と定義します。
ほとんどの人にとって、このような状態を手に入れられるのは大変な喜びのはずです。

トイッティリーヨ・ウパニシャッド(TAITTIRIYOPANISAD)の記述に従って、これ以上のどのような喜びがあるのか説明します。
以下において、Loka(ローカ)は場所と言う意味です。
①世界のすべての快楽
②Gandharva－Loka

③天国のGandharva－Loka

④Pitri－Loka　　　　　　　 (Pitriは一般的な意味とは違う意味での先祖)
⑤Deva－Loka

⑥Karmadeva－Loka

⑦支配しているDeva－Loka　　(支配している　は　ruling　の直訳)

⑧Indra－Loka　　　　　　　 (Indraは神々の王)
⑨Vrihaspati－Loka　　　　  (Vrihaspatiは聖者のような賢い神)
⑩Prajapati－Loka

⑪Brahma－Loka　　　　　　　(Brahmaは創造神)
①世界のすべての快楽が先程説明した喜びの1単位です。

そして番号がひとつ増えると、その喜びの大きさ(量)はひとつ前の番号の100倍になります。

たとえば、③天国のGandharva－Lokaは1万ユニット、⑥Karmadeva－Lokaは100億ユニットになります。
そして最後の⑪Brahma－Lokaの喜びよりも、魂を悟った人が経験する喜びの方がさらに大きいとされているのです。サマーディの至福がどれほどのものか、想像してみてください。


サマーディの喜びは普通の人の想像を超えているのですが、地上で考え得る最大の楽しみを基準として計算することで、その喜びの大きさを理解させようとしているのです。

これが我々普通の人間が至福をイメージするための基礎なのです。

我々が住む地球から宇宙に存在する星までの距離を表す天文学的基準は光年です。

我々には容易にイメージできない途方もない距離ではあっても、1光年という単位は定義されています。
聖典の中にも喜びの基準となる単位があるのは、科学と同じでおかしくはありません。

もう少し具体的な例を挙げます。『ラーマクリシュナの福音』の中のたとえです。

男女の性的な交わりで得られる快楽が、全身のすべての毛穴ひとつひとつから感じられるほどの喜びがサマーディの至福である
さらに具体的な例を話しますが、神と神の化身は同じものだという前提を理解した上で聞いてください。(私たちはシュリ・ラーマクリシュナを神の化身だと考えていますので)
直弟子達の中には経験者が少なくないのですが、ドッキネッショルでシュリ・ラーマクリシュナに会ってその傍らで話を聞いて時間を過ごした人達は、その後たとえばコルカタなどの自宅に戻っても2～3週間は至福の状態が続いた、ということが記録されています。
この至福は徐々に薄らいではいきますが、これは特別なことではないでしょうか？

皆さんがとても愛している人と会った時の喜びは、その後これほど持続するでしょうか？

普通の世俗的な快楽である、飲食、恋愛、音楽、観光などの楽しみとは全く違います。
それはシュリ・ラーマクリシュナの中に神が現れているからです。

悟った人(普通の聖者ではなく)の中には神が現れていて、人によってその現れの度合いには違いはありますが、彼らと接した人達は多かれ少なかれ上記のシュリ・ラーマクリシュナの帰依者達と似たような経験をしています。
神の尊称はサッチダーナンダ(存在・知識・至福)です。

神は偉大なレベル、魂は個人的レベルという違いはあるものの、我々の魂(アートマン)もサッチダーナンダです。
神の化身の中身はサッチダーナンダであり、化身と接するということはサッチダーナンダの源の近くにいることなので、帰依者たち自身も至福を経験するのです。

また例を挙げます。私は経験ありませんが、酒好きの人が酒をたくさん飲むと酩酊状態になります。酒飲みにとってはその酔った状態がとても心地よいのです。
LSDなどのドラッグも、それを飲んでいる間は快楽を得られるから使用するわけです。

薬から覚めた後の反作用はまた別問題です。
悟った人に触れられると、この酒やドラッグがなくても、それを飲んでいる時と同じ恍惚が得られます。

ある時スワミ・ヴィヴェーカーナンダは自分の叔父をシュリ・ラーマクリシュナに会わせたいと思いました。

叔父は笛の名手でしたが、問題はドラッグの常用者であることでした。

楽器の演奏者の中にはドラッグを使用する人もいて、演奏の面ではプラスになることがあるかもしれませんが、それ以外では問題を起こしがちです。

スワミジの叔父の場合も正常な時もあるのですが、それは長く続かないという状態でした。
スワミジは叔父をコルカタからドッキネッショルまで連れて行きましたが、心の中では不安を抱えていました。

「叔父は今は正常に見えるが、急にドラッグを欲しいと言い出すかも知れない。その時私がそれを与えなければ、暴れてトラブルになるかもしれない」と心配していました。

ドラッグの禁断症状はすさまじく、それが欲しいのにお金がなくてたった1ドルのために人をピストルで撃ち殺した、などという話はアメリカではよく聞きます。

無事ドッキネッショルに到着して師に叔父を引き合わせると、シュリ・ラーマクリシュナは愛する直弟子のスワミジが自分の親族を連れてきたことを喜び、叔父を歓迎しました。

シュリ・ラーマクリシュナと話している時叔父は普通の状態でしたが、突然シュリ・ラーマクリシュナが叔父に触れました。
その瞬間叔父はドラッグを飲んでいる時と同じ恍惚状態になりました。

それはドラッグに酔っているのと同じ無意識の状態だったので、スワミジは果たして叔父がその状態から戻って来られるのか、心配になりました。

その状態は1時間ほど続いたと思われますが、スワミジが「叔父さん！叔父さん！」と呼びかけるのに応じて、叔父の意識は徐々に戻ってきました。
意識が戻った叔父に対してスワミジが、「ドラッグを飲みますか？」と尋ねると、叔父は「いや、要らない！　(ラーマクリシュナにタッチされた)さっきの至福が欲しい」と答えました。

これは記録に残っている話です。

ドラッグで得られるような一時的ではあるがとても強い快楽も、シュリ・ラーマクリシュナの一触れに取って代わられたのです。

ペルシャの有名な大詩人ハーフィズ(Hafiz　ハーフェズとも呼ばれる)の名前を聞いたことがありますか？
彼は霊的にも悟った人であった思われますが、彼には次のような物語があります。
ある時ハーフィズは二人の人間が小さな陶器の器に入った飲み物を飲んでいるのを見ました。二人の人間はとても楽しそうで、ハーフィズにも飲むかどうか尋ねました。

その飲み物が酒だと思ったハーフィズは彼らの申し出を断りました。

二人から何度勧められてもハーフィズはそれを飲もうとしませんでした。

二人の人間は飲みながらとても楽しそうに歌い踊っていましたが、実は彼らは天使でした。
飲み終えた彼らは器を地面に落とし器は割れましたが、その瞬間それまでずっと飲むことを拒否してきたハーフィズは急にその飲み物が飲みたくなり、そのことを彼らに告げました。これまでさんざん勧めてきたのに拒否してきて、この期に及んで飲みたいと言い出すハーフィズのことを彼らは責めましたが、「地面に散らばっている器のかけらにまだ飲み物がわずかに付着しているかもしれないので、それを飲んだらどうか」と言いました。

興味に駆られたハーフィズが器のかけらに僅かに付いていた一滴を舐めると、彼は急にとても嬉しくなり歌いだしました。器に入っていたのは、神の愛という飲み物だったのです。

アッテャンタン　スカム　をどれだけ理解できたか分かりませんが、それをイメージするための助けとして、いくつかの例を紹介しました。

これを聞いた皆さんに「私もこんな喜びが欲しい」というやる気が少しでも起きれば、今日の講話の意義はあったと思います。

有難うございました。
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